
 第５回検討委員会で、各委員が３つの建設候補地に対して、建設地に相応しいと考える方から順に、◎

○△で評価し、各候補地の評価する点や懸念点を所定の投票用紙に記入し、無記名で投票しました。 

 第６回検討委員会では、この評価結果を踏まえて、鞍手町教育委員会への第３次提言書をまとめました。 

 

○ 各建設候補地に対する評価結果 

 各委員の投票結果を、◎を３点、〇を２点、△を１点として集計した結果は下表の通りであり、最高得点は

剣南小学校敷地となりましたが、検討委員会における各候補地の評価結果は拮抗したものでした。 

 剣南小学校敷地は、◎の評価を得るのと同時に、△が少ないことが、最高得点となった要因と考えられます。 

 

■ 建設候補地 評価結果集計表 

 

 

○ 各建設候補地に対する意見 

 建設候補地のいずれにも、建設地として相応しいとの意見と、建設地とするには懸念があるとの意見が出さ

れました。主な意見は下表のとおりです。 

 

■ 建設候補地に対する主な意見 

 

 ※ 上記以外の建設候補地に対する意見は、鞍手町ホームページに掲載しています。 

建設候補地 区分 ◎ ○ △ 合計点

個数 4 4 6

点数 12 8 6

個数 5 7 2

点数 15 14 2

個数 5 3 6

点数 15 6 6

鞍手中学校敷地 26

剣南小学校敷地 31

旧北中学校敷地 27

建設候補地 区分 主な意見

　コストが安く済む。

　現在の土地にしっかり配置出来れば、場所的には一番よい。

　中学生と同じ敷地で過ごすことになるため、配慮が必要。

　土地が狭いので、校舎の高層化やグラウンドの共用などの面で不安がある。

　保育所、小・中学校、中央公民館が隣接し、施設の併用・活用が便利。

　通学路や通学方法に課題が少ない。

　校舎建設中の安全面等が気になる。

　工事中の剣南小の児童の学びの保障が懸念される。

　敷地が広く、校舎も平屋で検討していいなと思う。

　児童がいないため、即、整備工事が出来る。

　坑道があることで、安全面や対策費用の面で不安がある。

　通学路整備が必要な箇所がある。

評価する点

懸念される点

旧北中学校敷地

評価する点

懸念される点

鞍手中学校敷地

評価する点

懸念される点

剣南小学校敷地
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今号は両面印刷です。裏面に続きます。 



○ 鞍手町立小学校の統合に向けたあり方検討委員会から鞍手町教育委員会への第３次提言 

 統合小学校の建設地は、教育行政を担当する教育委員会がその権限と責任において決定するものですが、その

決定にあたっては、教育行政に関する予算の編成・執行や条例提案など重要な権限を有している町長と、第５次

鞍手町総合計画後期基本計画の教育部門等を踏まえ、十分な意思疎通を図ることが必要です。 

そして、行政が行うその決定には、可能な限り保護者や地域の方の考えが反映されるべきです。 

 検討委員会としては、建設地の絞り込みは行わず、各建設候補地の評価結果と統合小学校を整備するにあたっ

ての留意点を第３次提言書としてまとめました。 
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～ 第３次提言の全文 ～ 
 

統合小学校の建設地については、統合小の規模に応じた校舎・体育館・グラウンド等が整備可能な広

さを有する町有地であって、児童の通学面と鞍手町のまちづくりの方向性を踏まえ、鞍手町立地適正化

計画における居住誘導区域内にある、鞍手中学校敷地、剣南小学校敷地、旧鞍手北中学校敷地の３箇所

を候補地として検討・協議しました。 

３候補地ともに一長一短があり、当検討委員会においても意見が分かれましたが、各委員の評価を集

計した結果、剣南小学校敷地が最も高い評価となりました。 

統合小学校の建設地は、当検討委員会からの提言も含む、町当局との協議に基づくまちづくりの方針、

鞍手中学校との関係等、小学校に纏わる様々な要素を踏まえ、鞍手町が目指す子どもを育むための最良

の地を、貴教育委員会の権限と責任において決定してください。 

なお、当検討委員会で出された各候補地に対する評価や統合小学校を整備するにあたっての留意点に

ついては、別紙「附帯意見」として提出しますので、建設地の決定及び今後の基本計画策定にあたり、

配慮いただきますようお願いします。 

 

附帯意見 

 

１ いずれの候補地が選ばれたとしても、統合小学校整備工事期間中の児童、生徒、地域の方の安全確

保のため、また、既存の施設を利用する児童、生徒の教育活動に影響の無いよう、万全の対策をおこ

なってください。 

 

２ 学校は子どもが育つ学び舎です。子どもたちはもちろん、そこに働く教職員や学校に訪れることに

なる保護者や地域の方にとっても安全で安心、利便性の高いものになるよう、人や車の動線、出入口

の整備等を十分に検討して計画してください。 

 

３ 統合小学校へは、徒歩又はスクールバスによる児童のみでの通学が基本になると思います。しかし、

様々な理由により保護者の自家用車による送迎が必要な場面は、考えているよりも多く、児童の安全確

保と地域住民への悪影響を回避するため、自家用車での送迎に対する対策を十分に検討してください。 

 

４ 小学校統合は、小規模校のデメリットを解消し教育環境を向上することが主要な目的です。既に複

式学級を編成している学校がある現状を踏まえ、速やかに統合小学校を整備、開校できる点も考慮に

入れ、建設地の決定と今後の取組を進めてください。 
 

令和４年 12 月１６日 

                     鞍手町立小学校の統合に向けたあり方検討委員会 会長 

mailto:gakkoukankyou@town.kurate.lg.jp

